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「分析と実践とのダイナミクス」を一つのキーワードとしながら、介護保険の要介護度決定過程を研究対象とする現在進行中の共同研究に関して話題を提供する。分析上の知見と実践者の知識との関係は、「実践への貢献・寄与」「実践への応用」といった言葉で、ある意味で自明視されているものの、その具体的な対話の可能性については必ずしも十分に検討されているわけではない。社会的実践活動のビデオ映像とそのトランスクリプトからのデータを、主として、エスノメソドロジー・会話分析の考え方に基づき分析を行う「ビデオ・エスノグラフィー」は、相互行為の文脈に配意しつつ参与者たちのコミュニケーション的実践活動の内容を分析する質的研究法として、このような分析と実践との対話を可能とするアプローチの一つであるとも考えられる。
本RTDでは、認定調査員による申請者（及び家族）に対する聞き取り調査、及び、認定審査会（後者は模擬審査）、という介護保険制度の根幹にある要介護度決定過程における2つの結節点の現場に参与する人々が行う言語的・身体的活動のビデオ録画を主要データとして、「ビデオ・エスノグラフィー」の手法による分析例のいくつかを提示する。
まず、北村が「分析と実践とのダイナミクスの可能性」という観点から、ビデオ・エスノグラフィーの考え方を紹介しつつ、いくつかの分析事例を示す。樫田は、「介護保険認定調査場面における能力確認の諸様相」と題して、認知症の程度の吟味が必要な被介護者に対する認定調査場面のビデオデータを用いて、介護保険に関わる能力確認の諸様相を明らかにする。深谷は、「介護保険認定審査会における見解提示連鎖」と題して、介護保険認定審査会のビデオデータに基づき、会話分析の手法を用いて、審査委員長と審査委員との相互作用の中にみられる規則性について検討する。岡田は、「介護保険認定調査において、つなぎの一言から伝わること、分かること」のタイトルで、認定調査の調査員からの質問に対する調査対象者の答えの後の調査員のつなぎの一言に注目して、調査において自明とされる能力について検討する。
こうしたアプローチが、要介護度決定過程に関して、どのような新たな知見を導き、また、それが現場の実践者の知識とどのように対話可能なのか、こうした点についてディスカッサントのコメントに触発されつつ、参加者の皆さんと議論していきたい。
（参照されるデータの高度の秘匿性に鑑みて、データは匿名処理されていますが、さらに、本RTDでは撮影禁止・録音禁止とさせていただき、参加者にはご氏名・所属を記名していただきますことをあらかじめご了承ください。）
